
12月27日　まなび場びほろ

　中学生と高校生を対象に道内外から集

まった大学生や社会人と一緒に過ごす「まな

び場びほろ」が開催され、勉強したり、将来に

ついて考えたり、日々の悩みに向き合ったり

して、自分自身の視野を広げました。
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広報の発行は、5月・8月・11月・2月の年4回です。

こんなことを聞きました
3P……………………一般質問 10人登壇

 

12月定例会のあらまし
2P
3P

…………
………………………

行政報告・人事案件・条例改正
補正予算・意見書

 

 

議会活動に反映します
議会報告会を開催します 18P……………

こんなことを決めました
決算審査特別委員会決算認定報告 17P…
11月臨時会 17P……………………………
10月臨時会 18P……………………………

事務調査結果を報告しました
議会運営委員会
議会モニター・議会カフェ・議員の学校 14P…
総務福祉常任委員会
子育て支援・認知症対策・介護人材確保など 15P…
経済教育常任委員会
図書館整備及び管理運営 16P……………

もっと知りたい！
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条例改正、補正予算などを審議　

会期は３日間で閉会

月1212 定例会

12月定例会のあらまし
10日 　会期を３日間と決定し、町長から行政報告（農作物の生育状況）を受け、議員４名（馬場・木村・藤原・稲垣）

が一般質問に登壇し、物価高騰対策、子育て支援、運動施設の管理、交通安全対策への取組などについて活
発な議論が交わされました。

11日 　議員６名（宮崎・上杉・横山・松浦・大江・吉住）が一般質問に登壇し、発達支援センター事業の拡充、民生委
員児童委員の支援体制、障がい福祉対策、財政運営、びほろの活力共創事業、町職員の適正配置などについて
活発な議論が交わされました。

12日 　議会運営委員会、総務福祉常任委員会、経済教育常任委員会がそれぞれ事務調査結果を報告しました。次
いで、議案審議に入り、人事案件１件（固定資産評価審査委員会委員の選任）、条例改正５件（議員の議員報酬
及び費用弁償・町長等の給与条例・町職員の給与条例・税条例・公営住宅管理条例）、補正予算案８件（一般会
計・国民健康保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・介護保険特別会計・水道事業会計・公共下水道事業会
計・個別排水処理事業会計・病院事業会計）を審議し、いずれも原案どおり可決しました。続いて、２件の意見
書案を可決し、定期監査報告などの報告を受け、各常任委員会からの「閉会中の継続調査」の申し出を承認し
て、全日程を終了し閉会しました。

町長の行政報告(要旨)

秋まき小麦は、生育が順調で収穫作業も早く始まり、穂数、一穂粒数、千粒重、収量、品質は平年並みとなりました。
春まき小麦は、穂数、一穂粒数、千粒重、収量、品質は平年並みとなりました。
てん菜は、根部肥大が順調に進み、収穫作業は平年並みに終了しました。収量は平年並みとなった一方、７月以降の
高温傾向により、根中糖分はやや低くなりました。
馬鈴薯は、上いも数、上いも１個重は平年並み、規格内収量は平年をやや上回りました。でん粉価は、早生品種、晩生
品種ともに平年並みとなりました。
玉ねぎは、生育が順調で収穫作業も早く始まり、玉サイズ、規格内率、規格内収量、品質すべての面において、平年並
みとなりました。
大豆及び小豆は、莢数は平年を上回り、百粒重、収量、品質は平年並みとなりました。
牧草は、一番草、二番草ともに収量、品質は平年並みとなりました。
サイレージ用トウモロコシは、収量、品質ともに平年並みとなりました。

■ 美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
■ 美幌町長等の給与等に関する条例の一部改正
　令和６年度の人事院給与勧告に基づく特別職の国家公務員及び一般職の国家公務員の給与改定に準じて、美幌町議会議員及
び美幌町長等の期末手当の支給割合を改定するもの
■ 美幌町職員の給与に関する条例の一部改正
　令和６年度の人事院給与勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じて、職員の給料表の水準を引き上げるとともに、期末手当
及び勤勉手当の支給割合、寒冷地手当の額などを改定するもの
■ 美幌町税条例の一部改正
　国民健康保険税について、国保財政の維持のため、収支不足の解消に向けた適正税率への見直しを行うもの
■ 美幌町営住宅管理条例の一部改正
　平成16年度に契約を締結した借上げ公営住宅について、20年間の契約期間が満了し再借上げを行うにあたり、現在の土地公
示価格に基づく駐車場月額使用料に改定するもの

・
・
・

・

・

・
・
・

人　事　案　件

条　例　改　正

■ 固定資産評価審査委員会委員の選任
選任の同意をしました。

すべて原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

■ 農作物の生育状況

わ　  せ おく   て

さや  すう

菅原　雅之氏（再）　令和６年12月25日から令和９年12月24日まで（３年間）
すが  わら まさ  ゆき
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こんなことを決めました

一般質問とは

　一般質問は定例会において、議員が町政全般にわたり執行機関（町や教育委員会など）に対し、
事務執行の状況や将来に対する方針の考え方、疑問点などについて質問するものです。
　一般質問は議員固有の権限の一つで、議案審議とともに議会活動の中にあって最も重要なもの
であり、行政の執行を監視し、建設的に政策を論議することで、公正な行政を確保するものです。
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■ 一般会計
　・畑地化促進事業の実施に伴う農林水産省の間接補助
　・子ども医療費助成事業に係る扶助費
　・職員の給与改定及び会計間異動等に伴う人件費の補正
　・事務事業の確定に伴う整理
　・債務負担行為及び地方債の変更など
■ 特別会計・企業会計
　国民健康保険特別会計
　後期高齢者医療特別会計
　介護保険特別会計
　水道事業会計
　公共下水道事業会計
　個別排水処理事業会計
　病院事業会計

　・職員の給与改定及び会計間異動等に伴う人件費の補正
　・事務事業の確定に伴う整理など

1,032万円
784万3千円

■ 将来に希望が持てる次期基本計画の改定と現場に寄り添った農業政策の実現を求める意見書　　【提出先】内閣総理大臣　外

■ 厚生年金への地方議会議員の加入のための法整備を求める意見書　　　　　　　　　　　　【提出先】内閣総理大臣　外

　令和６年12月定例会では、２件の意見書の提出を求める陳情のうち、１件の意見書案を可決し、国の関係機関へ提出しました。

　第69回町村議会議長会全国大会において「議員のなり手不足対策」及び議会への多様な人材の参画に関する重点要望が決議さ
れ、「厚生年金への地方議会議員の加入」を求めております。美幌町議会ではその要望項目の趣旨を踏まえ、「厚生年金への地方議
会議員の加入のための法整備を求める意見書」を議員提案のうえ全会一致で可決し、国の関係機関へ提出しました。

２件の意見書案を可決し関係機関へ提出

※（　　）内は、補正回数　
※金額は、万円未満を切り捨てて表示しています。

10

すべて原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。補　正　予　算

各会計補正額と補正後の総額

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

△2,373万円

△41万円

△1,228万円

283万円

△2,778万円

△7,244万円

4万円

1,256万円

一般会計 

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計 

水道事業会計 

公共下水道事業会計 

個別排水処理事業会計 

病院事業会計 

（第６号）

（第１号）

（第２号）

（第２号）

（第２号）

（第１号）

（第１号）

（第１号）

139億8,520万円

24億4,252万円

3億8,431万円

22億3,171万円

12億3,419万円

15億1,268万円

1億6,059万円

25億6,298万円
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合
っ
た
り
で

き
る
「
子
ど
も
た
ち
の
顔

が
見
え
る
集
い
の
場
作

り
」
を
行
う
べ
き
で
は
。

　
　

児
童
セ
ン
タ
ー
は
子

ど
も
た
ち
の
活
動
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
し
ゃ
き
っ

と
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー
や
サ
ニ

ー
セ
ン
タ
ー
を
常
時
開
放

し
て
い
る
。
び
ほ
ー
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
は
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
の
一
助
と

し
て
演
劇
ひ
ろ
ば
を
開
設

し
、
思
い
思
い
に
活
動
で

き
る
場
と
し
て
提
供
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
学
習

の
場
と
し
て
図
書
館
や
町

民
会
館
２
階
の
学
習
ス
ペ

ー
ス
を
開
放
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
目
的
に
合
わ
せ

集
ま
れ
る
場
を
提
供
し
て

い
る
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
は
学
校
統
廃
合
地
区
の

児
童
生
徒
の
み
送
迎
を
行

っ
て
い
る
が
、
瑞
治
、
美

禽
、
野
崎
地
区
な
ど
そ
の

他
の
郊
外
地
区
へ
の
送
迎

支
援
も
必
要
で
は
。

　
　

瑞
治
、
美
禽
、
野
崎

地
区
は
統
合
地
区
で
は
な

い
こ
と
か
ら
運
行
し
て
い

な
い
が
、
美
禽
、
野
崎
地

区
な
ど
は
町
民
の
皆
さ
ま

も
利
用
可
能
な
混
乗
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
、
可

能
な
限
り
バ
ス
で
の
送
迎

に
努
め
て
い
る
。
瑞
治
地

区
は
運
転
手
不
足
な
ど
か

ら
路
線
の
拡
充
は
難
し
く

保
護
者
の
送
迎
に
よ
る
通

学
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
は
児
童
生
徒
数
の
動

向
に
あ
わ
せ
て
適
宜
路
線

を
見
直
し
、
バ
ス
に
よ
る

安
全
な
通
学
の
確
保
を
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　

美
幌
高
校
で
令
和
２

年
度
よ
り
全
国
か
ら
生
徒

を
募
集
し
て
い
る
地
域
み

ら
い
留
学
は
、
町
も
「
美

幌
高
校
の
生
徒
を
確
保
し

た
い
」
と
の
思
い
で
実
施

し
て
い
る
と
考
え
る
が
間

違
い
は
な
い
か
。

　
　

事
業
実
施
か
ら
４
年

が
経
過
し
、
町
・
高
校
に

生
徒
募
集
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

令
和
７
年
度
か
ら
負
担
金

の
大
幅
増
額
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業

を
継
続
す
る
か
、
他
の
方

法
に
変
更
す
る
か
を
精
査

し
て
い
る
。

　
　

屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ
ト

レ
イ
ル
ル
ー
ト
が
開
通
し

た
が
、
早
急
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
受
入
体
制
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

多
言
語
対
応
、
翻
訳
ツ
ー

ル
や
通
訳
サ
ー
ビ
ス
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
環
境
省
な
ど
と

も
連
携
し
、
訪
日
外
国
人

の
満
足
度
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
日
本
人
観
光

客
に
と
っ
て
も
壮
大
な
自

然
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
美
幌
町
の
新
た
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
進
め

た
い
。

屈斜路カルデラトレイルルート

運
行
地
区
の
拡
充
を

（5）

令和７年２月１日発行 No.255
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子
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集
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の
場
を
作
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べ
き
で
は

子
ど
も
た
ち
の
目
的
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ま
れ
る
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る
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と
し   

あ
き

美　

幌　

高　

校

地
域
み
ら
い
留
学
の
考
え
は

ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
は



　
　

み
と
み
公
園
内
の
旧

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
の
り

面
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る

と
し
て
本
年
か
ら
利
用
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
の

有
効
利
用
は
。

　
　

跡
地
処
理
は
決
ま
っ

て
い
な
い
た
め
、
引
き
続

き
都
市
公
園
を
所
管
す
る

建
設
部
と
協
議
し
た
中
で

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年

団
な
ど
は
練
習
場
所
を
い

な
み
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
変

更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
あ
さ
ひ
広
場
公
園
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
２
面
追

加
で
き
れ
ば
試
合
や
練
習

時
間
の
確
保
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
。

　
　

引
き
続
き
利
用
者
ニ

ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
な
が

ら
施
設
整
備
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

美
幌
中
学
校
の
生
徒

が
拠
点
校
で
あ
る
北
中
学

校
へ
行
っ
て
練
習
し
て
い

る
。
屋
外
競
技
の
場
合
、

夏
場
は
外
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
で
の
練
習
も
可
能
だ

が
、
冬
場
は
練
習
す
る
場

所
が
な
く
、
学
校
の
ロ
ビ

ー
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら

練
習
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
冬
場
の
練
習
場
所

の
確
保
は
。

　
　

関
係
機
関
と
の
利
用

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
校

舎
や
体
育
館
、
サ
ニ
ー
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
活

用
し
練
習
場
所
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

修
学
旅
行
は
貧
困
の

格
差
な
ど
で
児
童
生
徒
が

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い

状
況
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
修
学
旅
行
費
用
の
一

部
補
助
の
考
え
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
要
保
護
及

び
準
要
保
護
世
帯
は
全
額

支
援
を
行
う
ほ
か
、
特
別

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
は
国
の
基
準
に
よ
り

約
２
分
の
１
を
支
援
し
て

い
る
。
現
状
で
は
費
用
の

一
部
補
助
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
、
急
激
な
物

価
高
騰
な
ど
に
よ
る
負
担

増
の
影
響
で
本
来
の
教
育

活
動
に
支
障
が
生
じ
る
事

態
と
な
っ
た
場
合
に
は
支

援
の
可
否
を
判
断
し
た

い
。

　
　

地
域
や
場
所
に
よ
っ

て
間
口
除
雪
の
考
え
方
が

違
い
、
き
れ
い
に
除
雪
が

さ
れ
て
い
る
箇
所
と
雪
が

残
っ
て
い
る
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
除
雪
体
制

の
ル
ー
ル
作
り
は
。

　
　

間
口
の
置
き
雪
対
策

は
地
域
の
雪
置
き
場
の
状

況
や
置
き
雪
対
策
に
使
用

す
る
除
雪
車
両
に
よ
り
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
、
明
確

な
ル
ー
ル
は
設
け
て
い
な

い
が
、
今
後
も
受
託
業
者

の
方
々
と
一
定
の
方
法
を

協
議
し
な
が
ら
進
め
た

い
。

　
　

令
和
６
年
度
の
除
雪

計
画
は
。

　
　

一
斉
除
雪
は
新
雪
の

降
雪
量
が
10
㎝
以
上
の
場

合
や
風
雪
・
地
吹
雪
の
吹

溜
り
に
よ
り
通
行
に
支
障

が
生
じ
る
と
判
断
し
た
場

合
な
ど
除
雪
出
動
基
準
に

従
っ
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
通
常
降
雪
時
で
は
お

お
よ
そ
午
前
７
時
ま
で
に

完
了
す
る
こ
と
で
、
小
中

学
生
の
登
校
や
日
中
の
住

民
生
活
確
保
、
地
域
経
済

活
動
に
支
障
を
来
た
さ
な

い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

いなみテニスコート

（6）

令和７年２月１日発行 No.255

運
動
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み
と
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公
園
内
の
旧
テ
ニ
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コ
ー
ト
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有
効
利
用
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跡
地
処
理
は
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め

　
　
　
　
　

建
設
部
と
協
議
し
た
中
で
検
討
し
た
い

修
学
旅
行
費
用

一
部
補
助
を

冬
場
の
練
習
場
所
の
確
保
は

除

雪

体

制

本
年
度
の
除
雪
計
画
は

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
２
面
追
加
し
て
は
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トリックアート横断歩道

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

普
及
啓
発
は

（7）

　
　

最
近
、
町
内
を
走
行

し
て
い
る
と
、
横
断
歩
道

の
白
線
が
消
え
か
け
て
い

る
箇
所
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
毎

日
登
下
校
に
利
用
す
る
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
は
横
断

歩
道
を
見
え
や
す
く
す
る

べ
く
、
道
路
の
維
持
補
修

に
努
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
に
よ
り
確
認
の
上
、
北

海
道
公
安
委
員
会
な
ど
に

順
次
整
備
の
要
望
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

　
　

横
断
歩
道
の
存
在
を

示
す
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
も
あ

る
が
、
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー

に
認
識
し
て
も
ら
う
た

め
、
道
路
標
示
や
横
断
歩

道
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
や
視

認
性
が
高
く
な
る
よ
う
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
用
い
た

立
体
的
に
見
え
る
横
断
歩

道
の
導
入
な
ど
の
工
夫
を

凝
ら
し
、
よ
り
強
く
注
意

喚
起
を
促
す
こ
と
が
事
故

の
根
絶
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

　
　

基
本
的
に
は
通
学
路

の
安
全
対
策
を
重
点
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
お
り
、
道
路
交

通
実
態
に
応
じ
、
学
校
、

教
育
委
員
会
、
警
察
、
道

路
管
理
者
な
ど
の
関
係
機

関
が
連
携
し
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
何
が

有
効
な
対
策
か
検
討
の

上
、
必
要
な
対
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
は
大
切
な
「
終
活
」
の

一
つ
で
あ
り
。
今
ま
で
の

人
生
を
振
り
返
る
こ
と

で
、
残
り
の
自
分
の
人
生

と
ど
う
向
き
合
う
の
か
、

残
さ
れ
る
家
族
や
友
人
と

の
向
き
合
い
方
を
考
え
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
誰

か
が
亡
く
な
り
、
受
け
継

が
れ
て
い
く
大
切
な
も
の

に
は
「
財
産
」
だ
け
で
な

く
「
思
い
」
も
あ
り
、
そ

の
「
思
い
」
を
伝
え
る
手

段
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。
町
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
簡
易
版
を
作
成
し
、
普

及
啓
発
に
努
め
る
こ
と
に

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
終
活
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
で

の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
や
保
健

・
医
療
・
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
推
進
委
員
会
で
の
人

生
会
議
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ

Ｃ
Ｐ
））
の
講
演
会
な
ど
、

最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
の
終
活
な
ど
の

周
知
・
普
及
に
つ
い
て
の

取
組
が
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
美
幌
町
で
は
令
和
６

年
３
月
に
策
定
し
た
「
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
で

「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
互
い
に
支
え
あ
い
、

そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
の
実
現
」
を
目
標
に

据
え
、
そ
の
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普
及

啓
発
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
今
後
も
講
演
会

な
ど
を
通
じ
た
普
及
啓
発

を
行
い
、
多
く
の
町
民
に

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
や

Ａ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性
を
知
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
た

い
。
終
活
サ
ポ
ー
ト
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
簡

易
版
の
作
成
に
つ
い
て
研

究
し
た
い
。

令和７年２月１日発行 No.255
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

解
消
に
向
け
た
取
組
は

会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
職
員
化
は

　
　

学
齢
期
に
関
す
る
問

題
の
ご
相
談
を
受
け
て
い

る
。
全
国
的
に
社
会
問
題

が
複
雑
化
す
る
中
で
、
学

校
が
支
援
の
中
心
的
な
場

と
な
り
、
福
祉
機
関
と
の

連
携
が
減
少
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
美
幌
町
に
お

い
て
も
現
在
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
つ
つ
、
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
拡
充

し
、
学
齢
期
に
お
け
る
一

貫
し
た
支
援
体
制
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

関
係
機
関
が
よ
り
つ

な
が
り
の
あ
る
支
援
を
行

う
た
め
、
令
和
７
年
度
か

ら
新
た
な
取
組
と
し
て
「

美
幌
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
」
の
導
入
を
進

め
て
い
る
。
美
幌
町
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
育

ち
、
就
学
し
、
就
職
す
る

ま
で
切
れ
目
な
く
一
貫
し

た
支
援
計
画
を
策
定
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
、
美
幌
町
の
子

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
幼
児
こ
と
ば
の
教

室
を
含
め
職
員
８
名
が
勤

務
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

３
名
が
会
計
年
度
任
用

職
員
で
、
１
名
は
５
年
以

上
、
２
名
は
10
年
以
上
勤

務
さ
れ
て
い
る
が
、
保
護

者
対
応
や
療
育
指
導
技
術

に
お
け
る
豊
富
な
経
験
を

持
ち
、
業
務
内
容
で
正
職

員
と
の
間
に
大
き
な
差
は

な
い
。
特
に
経
験
が
重
視

さ
れ
る
職
種
は
全
員
を
正

職
員
と
し
て
配
置
す
べ
き

で
は
。

　
　

現
在
の
職
員
配
置
状

況
は
、
国
の
人
員
配
置
基

準
に
基
づ
く
５
名
の
正
職

員
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任

用
職
員
を
３
名
配
置
し

て
、
幼
児
こ
と
ば
の
教
室

事
業
を
含
め
相
談
者
に
寄

り
添
っ
た
療
育
支
援
や
家

族
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
の
職
員
体
制

は
児
童
数
の
将
来
推
計
な

ど
を
考
慮
の
う
え
、
現
状

の
職
員
体
制
を
維
持
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
保
育

士
採
用
は
将
来
に
渡
っ
て

安
定
的
な
行
政
運
営
を
行

っ
て
い
く
た
め
新
規
採
用

職
員
を
優
先
的
に
募
集
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
必
要
に
応
じ
て
社

会
人
採
用
も
募
集
し
て
い

き
た
い
。

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
と
、

人
口
流
出
が
止
ま
ら
な
い

原
因
の
一
つ
と
し
て
地
方

で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

の
意
識
改
革
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
若
い
女
性
が
男
性

中
心
の
地
方
社
会
に
希
望

を
見
い
だ
せ
ず
地
方
を
離

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
「
地
方
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
」
の

問
題
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き

く
、
解
決
に
は
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求

め
ら
れ
る
。
町
長
自
ら
が

「
美
幌
町
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
取
り

組
む
」
と
い
う
姿
勢
を
示

し
積
極
的
に
動
き
出
す
こ

と
で
、
若
い
女
性
が
町
に

帰
っ
て
く
る
き
っ
か
け
の

一
つ
に
な
る
の
で
は
。

　
　

策
定
に
向
け
進
め
て

い
る
「
第
３
期
美
幌
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
で
は
、
女
性

減
少
率
を
抑
え
る
具
体
的

な
施
策
展
開
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
作

用
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
「
女
性
が
活
躍
す
る

社
会
づ
く
り
」
に
向
け
、

第
３
期
総
合
戦
略
に
基
づ

く
各
種
施
策
を
官
民
一
体

と
な
っ
て
実
行
し
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

や
人
口
減
少
の
抑
制
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。
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タ
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事
業
を
学
齢
期
ま
で
拡
充
し

　
　

学
校
の
諸
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
取
組
を

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
を
導
入
し

　
　
　
　
　
　

一
貫
し
た
支
援
計
画
を
策
定
し
た
い
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令
和
４
年
12
月
に
民

生
委
員
児
童
委
員
（
以
下

「
民
生
委
員
」
と
表
記
）
の

全
国
一
斉
改
選
が
行
わ
れ

た
が
、
定
数
約
24
万
人
に

対
し
て
１
万
５
１
９
１
人

の
欠
員
が
生
じ
た
。
欠
員

率
は
前
回
か
ら
１
・
５
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
６
・
３
％

と
戦
後
最
悪
の
結
果
と
な

っ
た
こ
と
は
、
な
り
手
の

確
保
が
一
層
困
難
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
民
生
委
員
は
担
当

地
区
の
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど

を
訪
問
し
、
相
談
を
受
け
、

行
政
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
必
要
な
支
援
に

結
び
付
け
る
身
近
な
相
談

役
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
ま
た
、
最
近
で
は
認

知
症
予
防
活
動
、
悪
質
商

法
対
策
、
災
害
時
の
避
難

や
生
活
支
援
、
児
童
虐
待
、

引
き
こ
も
り
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
へ
の
支
援
な
ど
活

動
が
複
雑
化
す
る
中
、
民

生
委
員
の
負
担
感
は
増
大

す
る
状
況
に
あ
る
。
令
和

７
年
12
月
に
一
斉
改
選
期

を
迎
え
る
が
、
民
生
委
員

の
担
い
手
不
足
の
解
消
に

向
け
た
取
組
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

民
生
委
員
の
推
薦
基
準

と
選
考
方
法
は
。

　
　

推
薦
基
準
は
、
人
格

識
見
が
高
く
、
そ
の
地
域

の
実
情
を
広
く
知
り
、
福

祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
社
会
福
祉
の
増

進
に
理
解
と
熱
意
が
あ

り
、
地
域
の
住
民
が
気
軽

に
相
談
に
行
け
る
よ
う
な

方
な
ど
が
対
象
と
さ
れ
て

い
る
。
選
考
方
法
は
、
各

地
区
の
自
治
会
よ
り
適
任

者
を
推
薦
い
た
だ
き
「
美

幌
町
民
生
委
員
推
薦
会
」

で
候
補
者
を
推
薦
し
て
い

る
。

　
　

令
和
４
年
の
一
斉
改

選
期
の
委
員
数
、
平
均
年

齢
、
退
任
者
の
期
別
在
任

期
間
は
。

　
　

委
員
数
は
主
任
児

童
委
員
３
名
を
含
む
58
名

（
男
性
41
名
、
女
性
17
名
）、

平
均
年
齢
は
68
・
１
歳
（
男

性
69
・
６
歳
、
女
性
64
・
６

歳
）
、
欠
員
数
は
０
名
、

退
任
者
の
期
別
は
１
期
３

名
、
２
期
６
名
、
３
期
６

名
、
４
期
２
名
、
５
期
以

上
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

令
和
４
年
の
委
員
の

就
業
状
況
は
。

　
　

全
体
で
22
名
、
全
委

員
に
占
め
る
割
合
は
37
・
９

％
、
う
ち
男
性
は
18
名
で
、

男
性
委
員
全
体
の
43
・
９

％
、
女
性
は
４
名
で
、
女

性
委
員
全
体
の
23
・
５
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

令
和
５
年
の
委
員
一

人
当
た
り
の
平
均
的
な
活

動
日
数
と
相
談
件
数
は
。

　
　

平
均
活
動
日
数
は
年

間
93
日
、
相
談
件
数
は
約

１
６
５
件
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

担
い
手
不
足
の
現
状

及
び
今
後
の
解
消
策
は
。

　
　

改
選
毎
に
退
任
後
の

後
任
者
が
見
つ
か
り
に
く

い
現
状
に
あ
る
。
働
く
シ

ニ
ア
層
が
増
加
し
て
お
り

民
生
委
員
活
動
に
必
要
な

時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
や
民
生
委
員
業
務
へ
の

負
担
感
か
ら
担
い
手
不
足

の
状
況
に
あ
る
。
解
消
策

と
し
て
、
幅
広
い
世
代
の

方
が
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
地
域
住
民
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役

や
地
域
の
見
守
り
役
で
あ

る
民
生
委
員
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
の
周
知
啓
発
を
行
う

と
と
も
に
、
仕
事
と
民
生

委
員
活
動
を
両
立
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
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障
が
い
の
あ
る
子
の

い
る
家
庭
の
う
ち
95
％
が

「
親
亡
き
後
」
の
子
の
生

活
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
「
親
亡
き
後
」
は
障

が
い
の
あ
る
方
を
保
護
者

で
あ
る
親
が
支
え
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
時
以

降
の
問
題
で
も
あ
る
。
障

が
い
者
の
た
め
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
施
設
や
共
同
生

活
介
護
施
設
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）
の
取
組
と
支
援

は
。

　
　

令
和
６
年
３
月
に
策

定
し
た
「
第
７
期
美
幌
町

障
が
い
福
祉
計
画
及
び
第

３
期
美
幌
町
障
が
い
児
福

祉
計
画
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
も
「
障
が
い
者

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
が

不
足
し
て
い
る
と
の
声
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
障
が

い
者
が
生
活
す
る
た
め
の

施
設
整
備
を
行
う
こ
と
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
現
在
、
町

内
に
は
３
棟
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
あ
る
が
、
今
後

の
施
設
整
備
の
必
要
性
な

ど
障
害
者
自
立
支
援
協
議

会
の
中
で
も
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
近
年
、
障

が
い
を
持
つ
当
事
者
の
高

齢
化
と
合
わ
せ
て
介
護
者

の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り

「
親
亡
き
後
」
も
安
心
し

て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
を
続
け
る
た
め
の
支
援

を
行
い
、
障
が
い
者
と
そ

の
家
族
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
社
会
や
行
政
が
と
も

に
手
を
携
え
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業

実
施
の
受
け
皿
と
な
る
民

間
事
業
者
へ
の
働
き
か
け

や
そ
の
際
に
課
題
と
な
る

施
設
運
営
の
た
め
の
人
材

確
保
策
な
ど
も
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
特
有
の
課
題
と
し

て
、
日
常
生
活
の
動
作
や

家
事
に
支
障
が
生
じ
て
も

自
力
で
対
処
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
る
な
ど
生
活
の

質
の
低
下
、
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
、
家
族
や
友
人
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
断
た

れ
や
す
く
な
る
こ
と
で
、

孤
立
や
孤
独
感
を
感
じ
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
認
知

症
に
な
る
可
能
性
を
加
速

さ
せ
、
介
護
や
医
療
な
ど

の
支
援
に
つ
な
が
り
に
く

く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
消
費
者
被
害

に
遭
い
や
す
く
な
る
、
孤

独
死
の
危
険
性
が
高
ま
る

な
ど
意
思
決
定
の
支
援
や

貧
困
対
策
、
防
犯
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
一
人

で
も
安
心
し
て
地
域
の
中

で
暮
ら
し
て
い
け
る
取
組

が
今
以
上
に
必
要
に
な
る

と
考
え
る
が
、
独
居
高
齢

者
世
帯
特
有
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
組
は
。

　
　

高
齢
者
の
社
会
的
な

孤
立
を
解
決
す
る
た
め
、

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
や
成
年

後
見
制
度
、
介
護
保
険
配

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用

や
自
治
会
な
ど
に
よ
る
高

齢
者
サ
ロ
ン
、
地
域
団
体

な
ど
に
お
け
る
一
般
介
護

予
防
教
室
な
ど
へ
の
参
加

も
促
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

や
病
院
な
ど
を
受
診
し
て

い
な
い
方
、
地
域
で
の
活

動
な
ど
に
参
加
し
て
い
な

い
方
に
は
、
保
健
師
が
訪

問
の
う
え
、
健
康
状
態
や

生
活
上
で
の
困
り
ご
と
な

ど
を
聞
き
取
り
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

関
係
機
関
や
自
治
会
、
地

域
団
体
と
の
連
携
を
図

り
、
引
き
続
き
各
種
取
組

を
進
め
た
い
。

独
居
高
齢
者
世
帯

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
は
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国
で
は
「
１
０
３
万

円
の
壁
」
を
引
き
上
げ
る

方
向
で
協
議
が
さ
れ
て
い

る
。
政
府
試
算
に
よ
る
と
、

１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ

た
場
合
、
年
間
税
収
は
国

と
地
方
で
計
７
兆
円
か
ら

８
兆
円
ほ
ど
減
少
す
る
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

地
方
自
治
体
の
自
主
財
源

と
な
る
個
人
住
民
税
は
４

兆
円
ほ
ど
減
少
す
る
と
見

込
ま
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
と
の
懸
念

も
出
て
い
る
。
「
１
０
３

万
円
の
壁
」
が
１
７
８
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場

合
、
地
方
交
付
税
44
億
円

が
３
億
円
か
ら
７
億
円
程

度
減
少
に
な
る
と
思
う
が
、

美
幌
町
へ
の
影
響
は
。

　
　

基
礎
控
除
額
の
引
き

上
げ
で
試
算
し
た
場
合
、

町
民
税
の
減
少
額
は
約
３

億
７
千
万
円
と
な
る
。
一

方
、
地
方
交
付
税
は
現
行

の
交
付
税
算
定
ル
ー
ル
に

基
づ
く
と
町
民
税
減
少
分

の
75
％
が
普
通
交
付
税
と

し
て
措
置
さ
れ
る
た
め
約

２
億
８
千
万
円
の
増
額
と

な
る
。
総
じ
て
町
の
歳
入

全
体
の
減
少
額
は
町
民
税

減
少
見
込
み
に
対
す
る
25

％
の
約
９
千
万
円
と
試
算

し
て
い
る
。

　
　

地
方
税
財
源
に
影
響

が
出
た
場
合
は
、
予
算
規

模
の
縮
小
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
そ
の
対
策
は
。

　
　

歳
入
規
模
に
見
合
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
町
民
生
活
に
支
障
の

な
い
よ
う
持
続
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
財
政
の
健
全
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

令
和
３
年
11
月
に
美

幌
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
作

成
し
、
国
の
標
準
仕
様
に

準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の

移
行
な
ど
で
電
算
シ
ス
テ

ム
運
用
経
費
の
削
減
を
目

指
す
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

予
定
ど
お
り
進
捗
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
末

ま
で
切
替
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
用
の
財
政
効
果
は
。

　
　

令
和
８
年
か
ら
年
額

約
５
４
１
６
万
８
千
円
の

シ
ス
テ
ム
利
用
料
が
見
込

ま
れ
、
現
行
費
用
の
７
倍

以
上
の
額
と
な
る
。
美
幌

町
と
同
等
の
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
て
い
る
他
自
治
体

も
同
じ
状
況
と
な
っ
て
い

る
が
、
移
行
に
係
る
費
用

は
国
が
負
担
す
る
と
明
言

し
て
い
る
。

　
　

令
和
５
年
度
及
び
令

和
６
年
度
11
月
末
現
在
の

申
込
件
数
と
工
事
費
は
。

　
　

令
和
５
年
度
は
申
込

件
数
１
１
７
件
、
工
事
費

２
億
７
３
０
５
万
２
千
円
、

令
和
６
年
度
11
月
末
現
在

は
申
込
件
数
１
０
５
件
、

工
事
費
２
億
５
４
４
１
万

９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

予
算
額
を
超
え
た
場

合
、
過
去
に
補
正
予
算
を

計
上
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
今
年
度
、
補
正
予
算

を
計
上
し
な
い
理
由
は
。

　
　

今
年
度
は
９
月
24
日

に
予
算
に
達
し
申
請
受
付

を
終
了
し
た
が
、
予
算
の

補
正
に
要
す
る
期
間
の
ほ

か
、
資
材
の
納
期
、
施
工

期
間
を
考
慮
す
る
と
２
月

28
日
ま
で
の
工
事
完
了
が

難
し
い
時
期
に
な
る
こ
と

か
ら
、
予
算
の
補
正
を
行

わ
な
か
っ
た
。

　
　

当
初
予
算
額
に
達
し

た
場
合
、
次
年
度
以
降
は

補
正
予
算
を
計
上
し
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
は
。

　
　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
制
度
の
周
知
に

併
せ
て
予
算
残
額
を
お
知

ら
せ
し
、
期
限
内
に
事
業

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る

時
期
に
予
算
に
達
し
た
場

合
に
は
補
正
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

進
捗
状
況
と
財
政
効
果
は

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促　

進　

補　

助

補
正
予
算
の
計
上
は
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財
政
運
営

１
０
３
万
円
の
壁
が
１
７
８
万
円
に

　
　
　

引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
美
幌
町
へ
の
影
響
は

総
じ
て
町
の
歳
入
全
体
の
減
少
額
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
９
千
万
円
と
試
算
し
て
い
る

◆ 

松
浦 
和
浩 
議
員

ま
つ　

う
ら　

  
か
ず  

ひ
ろ



◆ 

大
江 
道
男 
議
員

お
お

え

み
ち

お

　
　

び
ほ
ろ
の
活
力
共
創

事
業
補
助
金
の
補
助
期
間

は
３
年
間
と
さ
れ
、
補
助

対
象
事
業
と
し
て
８
項
目

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が

「
景
観
美
化
、
自
然
環
境

を
図
る
事
業
」
に
つ
い
て

は
「
３
年
経
過
す
れ
ば
す

べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
。

資
材
や
労
務
費
な
ど
最
小

限
の
補
助
を
継
続
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
制
度
の
改

善
や
検
討
は
。

　
　

び
ほ
ろ
の
活
力
共
創

事
業
補
助
金
は
、
行
政
ま

た
は
町
民
だ
け
で
は
課
題

が
解
決
で
き
な
い
も
の
に

つ
い
て
、
相
互
に
補
い
な

が
ら
取
り
組
み
、
か
つ
公

益
的
な
事
業
で
あ
っ
て
町

民
主
体
で
企
画
・
実
践
さ

れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
採
択
し

た
事
業
は
補
助
対
象
期
間

後
も
自
主
的
に
活
動
を
継

続
し
て
い
る
事
業
が
多

く
、
補
助
金
の
効
果
は
一

定
程
度
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ま

で
の
制
度
を
維
持
し
つ
つ

も
制
度
の
主
旨
及
び
対
象

事
業
を
分
か
り
や
す
く
周

知
し
た
い
。
な
お
、
自
治

会
や
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
町
道
の
植
樹

桝
や
公
園
の
花
壇
へ
の
植

栽
は
必
要
に
応
じ
て
当
該

補
助
金
と
は
別
に
支
援
の

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

　
　

令
和
６
年
10
月
に
お

け
る
全
道
平
均
の
灯
油
配

達
価
格
は
１
２
６
・
８
円

と
な
っ
て
い
る
。
美
幌
町

の
福
祉
灯
油
助
成
制
度

は
、
従
来
か
ら
灯
油
小
売

価
格
が
１
０
０
円
を
超
え

た
場
合
「
高
齢
者
世
帯
、

ひ
と
り
親
世
帯
、
障
が
い

者
世
帯
の
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
」
を
対
象

に
１
万
円
を
支
給
し
て
い

た
。
支
給
額
を
値
上
げ
し

た
福
祉
灯
油
の
早
期
実
施

を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　

今
年
度
、
国
で
は
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し

て
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

を
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
う
ち
子
育
て
世
帯
に
つ

い
て
は
子
ど
も
一
人
あ
た

り
２
万
円
を
加
算
す
る
支

援
策
や
、
電
力
使
用
量
の

増
え
る
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
冬
期
間
の
電
気
・
ガ

ス
代
の
支
援
策
な
ど
が
11

月
22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

て
い
る
。
町
で
は
「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
特
に
生
活
へ
の
影
響

が
大
き
い
非
課
税
世
帯
に

対
す
る
生
活
支
援
に
つ
い

て
、
福
祉
灯
油
も
含
め
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

修
学
旅
行
は
学
習
指

導
要
領
に
お
い
て
特
別
活

動
に
位
置
付
け
ら
れ
た
教

育
活
動
の
一
環
に
も
関
わ

ら
ず
、
保
護
者
負
担
が
重

い
。
本
来
は
国
が
無
償
化

を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、

国
や
道
に
先
駆
け
て
町
と

し
て
修
学
旅
行
費
用
を
支

援
し
て
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
要
保
護
及

び
準
要
保
護
世
帯
は
全
額

支
援
を
行
う
ほ
か
、
特
別

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
は
国
の
基
準
に
よ
り

約
２
分
の
１
を
支
援
し
て

い
る
。
義
務
教
育
に
お
け

る
修
学
旅
行
は
、
本
来
、

国
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ

り
、
町
で
の
無
償
化
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
、

本
来
の
教
育
活
動
に
支
障

が
生
じ
る
事
態
と
な
っ
た

場
合
に
は
支
援
の
可
否
を

判
断
し
た
い
。

福　

祉　

灯　

油

早
期
実
施
を

修
学
旅
行
費
用

先
駆
け
て
支
援
を
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び
ほ
ろ
の
活
力

共
創
事
業

制
度
を
改
善
し
て
資
材
や
労
務
費
な
ど

　
　
　
　
　
　

最
小
限
の
補
助
を
継
続
す
べ
き
で
は

必
要
に
応
じ
て
補
助
金
と
は
別
に

　
　
　
　
　
　

支
援
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
い



　
　

町
発
注
の
工
事
な
ど

に
お
け
る
設
計
業
務
は
建

設
部
所
属
の
技
術
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
設
計
書
な

ど
を
作
成
し
て
お
り
、
ま

た
、
比
較
的
少
額
の
修
繕

工
事
な
ど
は
各
部
局
で
設

計
書
等
を
作
成
し
発
注
し

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

建
設
部
以
外
に
お
い
て
は

技
術
職
員
が
配
置
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
各
部

局
で
は
修
繕
工
事
な
ど
に

か
か
る
設
計
業
務
に
苦
慮

さ
れ
て
い
る
と
推
測
す

る
。
令
和
５
年
９
月
定
例

会
に
お
い
て
、
専
門
の
検

定
員
を
配
置
す
べ
き
と
提

案
し
た
が
現
時
点
で
は
配

置
さ
れ
て
い
な
い
。
工
事

な
ど
の
発
注
業
務
を
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
遂
行
す

る
た
め
に
は
検
定
を
兼
ね

た
専
任
の
職
員
を
配
置
す

べ
き
と
考
え
る
。

　

各
部
局
が
発
注
す
る
修

繕
工
事
な
ど
設
計
書
の
精

査
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

各
部
局
で
の
発
注
に

あ
た
り
、
内
容
に
疑
義
が

あ
る
場
合
は
、
建
設
部
技

術
職
員
に
確
認
・
ア
ド
バ

イ
ス
を
依
頼
す
る
な
ど
弾

力
的
に
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

仮
に
建
設
部
所
属
の

技
術
職
員
が
精
査
を
行
っ

て
い
る
場
合
、
組
織
上
、

各
部
局
と
建
設
部
が
連
携

の
取
れ
る
体
制
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
、

そ
の
こ
と
は
全
職
員
が
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
技
術
職
員
不

足
の
状
態
が
続
く
中
で
は

あ
る
が
、
情
報
共
有
と
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
連

携
し
て
事
業
を
進
め
て
い

る
。
職
員
へ
の
周
知
に
あ

た
っ
て
は
予
算
編
成
会
議

に
お
い
て
工
事
請
負
費
や

修
繕
費
な
ど
の
積
算
に
あ

た
っ
て
は
、
内
容
に
よ
っ

て
建
設
部
の
協
力
を
得
る

よ
う
に
全
職
員
に
周
知
す

る
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

町
職
員
は
「
美
幌
町

事
務
分
掌
規
程
」
に
基
づ

き
職
務
を
遂
行
し
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
他
部
局
か
ら
依
頼
さ

れ
る
な
ど
に
よ
り
管
理
職

員
の
職
務
が
他
部
局
に
及

ぶ
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　

管
理
職
員
の
職
務
に

つ
い
て
は
、
事
務
分
掌
規

程
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
所
管

す
る
部
・
課
内
の
事
務
を

統
括
し
、
所
属
す
る
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
、
技
術
職

員
を
は
じ
め
と
し
て
、
退

職
な
ど
に
よ
る
欠
員
の
充

足
が
か
な
わ
な
い
状
態
の

た
め
、
管
理
職
員
に
限
ら

ず
、
部
局
内
で
の
支
援
だ

け
で
は
難
し
い
業
務
な
ど

は
他
部
局
も
含
め
相
互
に

協
力
し
な
が
ら
事
務
を
処

理
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　

部
局
長
会
議
な
ど
に

お
け
る
町
長
な
ど
の
指
示

事
項
、
あ
る
い
は
伝
達
す

べ
き
重
要
事
項
な
ど
の
職

員
へ
の
伝
達
方
法
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

部
局
長
会
議
後
に
各

部
局
に
お
い
て
部
内
の
課

長
職
に
伝
達
し
、
各
課
長

か
ら
所
属
の
職
員
に
伝
達

し
て
い
る
ほ
か
、
町
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
連
絡
事
項
な

ど
は
随
時
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

よ
り
全
職
員
に
周
知
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

管
理
職
員
の
職
務
は

職
員
へ
の
伝
達
方
法
は
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町
職
員
の

適
正
配
置

各
部
局
が
発
注
す
る
工
事
設
計
書
の
精
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

建
設
部
技
術
職
員
に
確
認
を
依
頼
す
る
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弾
力
的
に
対
応
し
て
い
る

◆ 

吉
住 
博
幸 
議
員

よ
し　

ず
み　

  
ひ
ろ  

ゆ
き
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12月定例会 議会運営委員会が事務調査結果を報告

映像はこちら→ 全文はこちら→

　栗山町議会は、平成27年及び平成31年の二度にわたり無投票で町議会議員選
挙が無かったことから、令和元年６月にて栗山町議会議員の報酬と定数に関する
調査特別委員会を設置した。４年で延べ29回の調査特別委員会で議論を重ね、議
員の養成講座「議員の学校」を開講することとした。後継者育成として議会や議
員、町政に関心や志のある町民などを発掘、育成し、なり手不足の課題の解決に
向けた一助として取り組むものである。
　栗山町議会の視察調査では、受講者の一部（３名）が立候補した事実を確認し、
議員のなり手不足の対策として有効であることを認識したところである。しかし

ながら、カリキュラムや資料の作成、指導者の確保など学校運営にあたっての様々な課題があることから、引き続き検
討を重ねる必要があると考えている。
　なお、議員のなり手確保に向けては、「議員の学校」をはじめ議員報酬の見直しや社会保障制度の充実など議員の待
遇改善を含めた包括的な議論を重ねる中で「議員の学校」の実施の可否を判断すべきである。

■ 議員の学校

栗山町議会

　鹿追町議会は「住民参加型の開かれた、親しまれるわかりやすい議会」を
目指し、平成22年３月に鹿追町議会基本条例を制定した。条例に「まちなか
会議」を設置し、町民と議員が町政全般にわたり懇談や意見交換などの機会
を積極的に持つため、広聴活動の充実の義務化を規定した。
　「まちなか会議」の一環として、定例会ごとに年４回の「議会報告会」を
開催しているが、参加者が少なく固定化したことから、令和元年７月から気
軽に参加でき、小さな声を拾い上げることを目的に、少人数の議員が円卓方
式で「カフェでひとこと」を開催している。
　町民の声を広く集めるため、議員と町民が気軽に話し合う場（機会）を創出する「議会カフェ」は、生活や暮らしの
中での課題を把握する上で大変有効な取組である。
　令和６年６月及び11月に試行的に開催した美幌町議会の「議員カフェ」には延べ50名の町民が訪れ、まちづくりに
関する様々な意見や要望をお聴きする貴重な機会となったところである。
　今後、具体的な検証作業を進めることになるが、効果的かつ継続的な制度となるよう本格実施に向けてさらに議論を
進めたい。

■ 議会カフェ

鹿追町議会

　栗山町議会は、平成18年５月に議会運営の最高規範である「栗山町議会基本条例」
を日本の議会で初めて制定し、議員が入れ替わっても議会運営の基本が変わらないよ
う条例制定について全議員で議論を重ねた。条例の中に町民から議会運営に関する提
言を聴取するため、平成20年４月に「議会モニター」を設置した。
　清水町議会は、平成28年６月に「議会活性化特別委員会」を設置し「議会サポーター制度・モニター制度の導入」を
調査・検討した。その結果、町民の声を議会運営に反映させることを目的に、10名程度の人数で議会モニターの導入を
決定し「議会モニター設置要綱」を制定して令和元年度から実施している。
　町民の意見や要望、提言など議会運営に反映させる手法として、町政や議会活動に興味や関心のある方がモニターに
応募されると、多様な意見が議会運営に反映できることからモニター制度の有用性は高いと考える。視察先ではなり手

不足の補完、議会運営、定数・報酬問題、議会広報・広聴の諸課題に関
するモニター意見の反映などの成果を得ている一方で、モニターの確保
に難しさがあり、新規モニターの応募が少なく、継続者が多いなどの課
題が見受けられた。
　視察調査で明らかになった成果や課題及び議会広報検討委員会の検討
事項を踏まえ、町民目線に立った議会活動の充実を目指し、「議会モニ
ター制度」の導入に向けた検討を進めたい。

■ 議会モニター

清水町議会

議会運営委員会（上杉・伊藤・松浦・藤原・馬場・横山）が事務調
査結果を報告しました。その概要をお知らせします。

映像及び全文はＱＲコードから
アクセスできます。

上杉委員長
うえすぎ
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　岡山県総社市を調査した。総社市が雇用目標を掲げている「障がい者千五百人雇用
事業」と同様に障がい者雇用政策を進めるべく、まずは美幌町においても障がい者の
実態を調査し、現状を把握すべきである。美幌町、ハローワーク、商工会議所、社会
福祉協議会、障がい者就労支援団体、障がい者福祉団体、町内中小事業所などの関係
機関・団体が障がい者の雇用などについて協議を行い、必要によっては北見地域定住
自立圏（１市４町）連携により事業の推進を図るべきと考える。貴重な働き手として
就労する個人には必要資金を支援する制度についてもしっかりと取り組むことが必要
である。

■ 障がい者雇用

　芽室町及び東川町を調査した。介護の現場を知り、働く場の経験をしてもらうための
「学生カイゴチャレンジ事業」は介護人材不足解消の取組であり、美幌町においても町
内事業所との意見交換やアンケート調査をし、その結果に基づいて「学生カイゴチャレ
ンジ事業」を含め新たな取組をすべきである。
　さらに、介護人材の確保に向けて「外国人介護福祉人材育成支援協議会」に加盟し、
外国人の介護人材確保に早急に取り組むとともに、受け入れに必要な住宅の支援につい
ても空室となっている職員住宅・教員住宅・公営住宅などの活用を検討すべきである。

■ 介護人材確保

岡山県総社市

東川町

　芽室町を調査した。専門職として臨床心理士・保育士・社会福祉士の資格者の確保
に努めて成果を上げていることから、美幌町においても専門職の確保を急ぐべきであ
る。特に臨床心理士は十勝管内で配置する自治体が増え、発達支援の取組が充実強化
されている。また、保護者の不安を解消するためにも、子育て支援体制を拡充し就労
に至るまでの総合的な支援策が必要である。

■ 子ども発達支援

　鳥取県伯耆町を調査した。美幌町の認知症予防対策は改善の余地があり、伯耆町の調
査からきめ細やかな認知症予防プログラムの策定が必要である。現在の町の取組を検証
し、専門家を入れた新たなプログラム策定とそれらを推進するための行政、国保病院、
地域包括支援センター、社会福祉協議会などのマンパワーの充実と連携を強化するとと
もに、簡易スクリーニング検査の導入に向けた環境整備に取り組むべきである。

■ 認知症対策

　東川町を調査した。移住定住施策として持ち家の支援は重要であり、新築住宅や二世帯住宅の促進支援及び住宅リフ
ォーム支援や解体支援など、美幌町においてもさらなる制度の拡充が必要である。

■ 移住定住施策

芽室町

鳥取県伯耆町

　芽室町、岡山県美咲町、岡山県和気町を調査した。視察先においては「こども笑顔
課」「こどもまんなか支援室」「子育て支援課」などの課を創設し、それぞれに専門
職を配置し支援制度を推進している。

　子どもに関する申請、相談は多岐にわたることから、
美幌町においても専門の課を創設し、保健師、社会福祉
士などの専門職を配置すべきである。また、美咲町ふる
さとの学校等応援寄附金を参考に、ふるさと納税制度を
活用した美幌町の子育て支援策の充実にも取り組むべき
である。

■ 子育て支援

岡山県美咲町 岡山県和気町

松浦委員長

総務福祉常任委員会（松浦・藤原・大原・大江・上杉・馬場・伊藤）
が事務調査結果を報告しました。その概要をお知らせします。

映像及び全文はＱＲコードから
アクセスできます。

み  さき

み  さき

わ 　け

わ 　け

まつうら

そうじゃ

そうじゃ

ほう  き

ほう  き
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　地域の核となり、コミュニティづくり、あるいは誰もが気軽に立ち寄れることができる「居場所」として貢献できる
貴重な施設になり得る図書館。
　図書館はこうあるべきという固定観念にとらわれずに、他の図書館の先進事例などに常に関心を向け、住民の潜在的
ニーズや時代の流れを的確に把握しながら図書館の多様な役割を追求するとともに、整備時期を明らかにし、立地適正
化計画関連の補助金等を活用したうえで、積極的に整備を進めるべきである。
　今後整備される美幌町図書館が、美幌町のシンボルとなる新しい時代の図書館として整備されることを期待し、当委
員会の報告としたい。

　２点目は、好きな場所や自由なスタイルで本を読めるスペースなど、様々な利用者
の使い方に応じた空間づくりを行っていることである。「本を読む楽しみ」が感じら
れる空間をつくることで、利用者に親しまれる図書館機能になっている。
　３点目は、様々な人たちに日常から利用されているカフェやイベントスペース等の
機能を併せ持った「複合施設」として整備されていることである。このことは、「イベ
ントスペースとして」「仕事場として」「カフェとして」「おしゃべりの場として」
など多様な方々の受け皿となり、自由に集い、自由に利用でき、自由に過ごせる場に
繋がっている。 こども本の森中之島

　５点目は、民間委託による施設運営である。図書館機能のサービスの向上に係る
イベントの開催や配架など、作業を主体とした業務のように行政が直接執行しなく
ても実効性が確保されるもの、あるいは情報発信、管理業務など高い専門性が求め
られるものについては、外部委託を導入することでより効率的な運営を図ることが
可能になる。 札幌市図書・情報館

　「図書館整備及び管理運営」について、京都市「京都国際マンガミュージアム」、
大阪市「こども本の森中之島」、奈良県三宅町「三宅町交流まちづくりセンター
『ＭｉｉＭｏ』」、「札幌市図書・情報館」、「津別町図書館」を調査したが、現在
の図書館機能を備えた施設における整備及び管理運営においては効果的な共通点が見
受けられ、人を惹きつける魅力のある施設となっている。

　その１点目として挙げられるのが「独自のテーマ」であり、そのテーマに特化した
運営を行っていることである。また、「テーマ」に合わせた独自性のある配架を行っ
ていることも来館促進の一つとなっている。
　このことは、整備前である現在の美幌町図書館においても実行可能であり、「独自
のテーマ」に基づく配架コーナーを設け、町民が本や情報に接し、新たな気づきを得
られる場を展開するとともに、定期的に「テーマ」を更新し何度訪れても新たな発見
のある場として展開すべきである。

　４点目は、時間をかけて住民の声を聴き、住民の声が反映された施設整備及び施設
運営になっていることである。住民の意見や要望を取り入れ、その意見や要望もしっ
かり盛り込んだ施設整備及び施設運営は、住民に永く愛される施設に繋がるものであ
る。美幌町においても「美幌町図書館整備検討委員会」を設置し町民の意見や要望を
取り入れた「美幌町図書館整備基本構想」を策定しているが、現在は検討委員会が開
催されておらず機能していないことから、今後の図書館整備に向けて引き続き意見交
換や町民の声を聞く取組みを継続すべきである。

■ 図書館整備及び管理運営

京都国際マンガミュージアム

　美幌町においては今後、図書館整備を予定しているが、これからの図書館は従来の
ような貸出中心のサービスにとどまらず、今まで図書館を利用しなかった方が利用す
るようなしくみを考えることが重要であり、あらゆる世代の利用者が安心して心地よ
く、くつろぐことができる「居場所」として滞在できる環境整備や、多種多様な空間
の整備も必要である。そのためには、様々な人がくつろげるカフェ等のリフレッシュ
施設も必要であり、将来のまちの姿を描いて図書館を整備する必要もあることから、
“まちなか”に複合施設として整備することが望ましいと考える。津別町図書館

三宅町交流まちづくりセンター
『ＭｉｉＭｏ』

稲垣委員長

経済教育常任委員会（稲垣・木村・吉住・髙橋・横山・宮崎）が事務
調査結果を報告しました。その概要をお知らせします。

み  やけ

み やけ

いながき
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11月臨時会 令和５年度決算は審査意見を付して認定
映像及び全文はＱＲコードからアクセスできます。 映像は

こちら→
全文は
こちら→

映像及び全文はＱＲコードからアクセスできます。 映像は
こちら→

全文は
こちら→

1.一般会計全般
　財政運営計画に基づく健全な財政運営に努めつつ、少子高齢化対策、防災対策、
老朽化の進む公共施設の整備、人口減少対策などに取り組んでいることを評価した
い。特に、小中学校のエアコン整備においては、早期の判断と対応により子どもた
ちの学習環境の保持に努めたことを高く評価したい。
2.収入率向上対策
　公営住宅使用料の現年度分収入率が11年連続で100％を達成していることは、同規模自治体と比較しても特筆すべきものである。
令和５年度の町税収入率は97.4％で、前年度と同率の高水準を維持しており、日頃の関係職員の努力を高く評価したい。
3.予算の執行
　各部局において事業の見直しなどにより効果を高めているものがある一方で、事業効果が十分に発揮されていないも
のが見受けられた。厳しい財政状況の中、事業の推進にあたっては、効率的かつ効果的に実施すべく、制度設計の見直
しを含め費用対効果を検証のうえ、最少の経費で最大の効果を発揮できるように不断の努力を重ねていただきたい。
4.ふるさと寄附金
　令和５年度のふるさと寄附金は4億2,316万7千円で前年度4億824万9千円と比べて1,491万8千円の増となっており、
過去最高となっていることを評価したい。引き続き返礼品の充実を含め美幌町の魅力発信に努めるとともに、寄附者の
意向を踏まえ、寄附金を有効に活用できるよう、充当事業の選考に際しては慎重を期され計画的に活用されたい。

1.水道事業会計
　有収率は平成24年度以降毎年低下傾向にあったが、令和５年度においては85.0％
となっており、令和４年度の84.7％を0.3ポイント上回っている。これは老朽管更新
計画に基づく更新工事を着実に行ってきた成果と思われるが、国が公表している「水
道事業経営指標」における全国平均の89％超を下回っていることから、今後も財源確
保に努めながら計画的に老朽管更新工事を実施し一層の有収率向上に努められたい。
2.公共下水道事業会計
　現状のままでは下水道使用料収入の大きな増加を期待することは難しく、その一方で今後も施設・設備の老朽化による
修繕費などの増加が見込まれる。このことからも、収入率向上による収益確保に努めるとともに、令和８年度までの計画
期間となっている「美幌町下水道事業経営戦略（公共下水道事業）」の次期計画策定に合わせ、急激な負担増とならない
よう町民生活と下水道事業経営、両方のバランスを考慮したうえで下水道使用料金改定の必要性について検証されたい。
3.個別排水処理事業会計
　令和５年度における設置基数は８基で総設置基数は348基となっているが、個別排水処理事業は公共下水道事業
区域外の「し尿」「生活排水」の汚水を処理する個別ごとの下水道施設であり、悪臭のない清潔な生活環境の確保
について着実に整備を進めていることを高く評価したい。今後も未設置家庭への普及に取り組み、住民生活の環境
改善と河川などの水質保全を図るため積極的に事業の推進に努められたい。

4.病院事業会計
　令和５年度決算は３年ぶりに赤字へと転じているが、コロナ禍という臨時的な要因の影響を強く受けた混乱期か
らコロナ禍前の通常の状況に戻していくための過渡期であったと認識している。改めて経営改善の第一歩として構
造的な状況分析を行い、収支の黒字化へ向けた課題の解決に取り組んでいただきたい。

　一般会計等決算審査特別委員会（木村・横山・大江・上杉・稲垣・伊藤）に付託さ
れた一般・特別（国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険）会計の決算は審査意見
を付して認定とする委員会報告のとおり決定しました。その概要をお知らせします。

　企業会計決算審査特別委員会（藤原・宮崎・大原・松浦・髙橋・馬場）に付託され
た水道・公共下水道・個別排水処理・病院事業会計の決算は審査意見を付して認定
とする委員会報告のとおり決定しました。その概要をお知らせします。

一般会計・特別会計【審査意見（要旨）】

財　産　の　処　分

工事請負契約の締結

条　 例 　 改 　 正

企業会計【審査意見（要旨）】

こんなこと決めました

すべて原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。
■ 美禽313番地ほか５筆の町有地（旧食肉センター敷地）
　電気通信会社による衛星通信アンテナ設置敷地として売却　面積　1万1,115㎡　売却金額　2,004万4,798円

■ トレーニングセンター等耐震改修建築主体工事
　契約金額　 1億4,839万円

■ 美幌町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部改正
　12月２日以降のマイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴い所要の改正を行うもの

木村委員長
きむら

藤原委員長
ふじわら
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こんなことを決めました

▼
昨
年
元
日
に
能
登
半
島
地

震
が
発
災
し
、
列
島
各
地
で

は
豪
雨
災
害
な
ど
が
多
発
す

る
な
ど
地
球
温
暖
化
に
よ
る

異
常
気
象
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。

▼
美
幌
町
で
は
、
津
別
峠
、

美
幌
峠
、
藻
琴
山
を
結
ぶ
全

長
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
屈

斜
路
カ
ル
デ
ラ
ト
レ
イ
ル
」

が
開
通
し
、
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美

幌
町
出
身
の
絵
本
作
家
山
崎

由
貴
さ
ん
が
、
「
Ｍ
Ｏ
Ｅ
創

作
絵
本
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
見

事
グ
ラ
ン
プ
に
輝
く
な
ど
嬉

し
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
毎
議
会
に
一
般
質
問
を
す

る
議
員
が
多
く
活
発
に
活
動

を
し
て
い
ま
す
が
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
議
員
カ

フ
ェ
の
試
行
、
議
会
広
報
、

議
会
モ
ニ
タ
ー
、
議
員
の
な

り
手
対
策
な
ど
の
検
討
を
鋭

意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
忌
憚
な
い
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

（
晃
央
）

上  杉  晃  央委 員 長

伊  藤  伸  司副委員長

横  山  清  美委 員

馬  場  博  美委 員

藤  原  公  一委 員

松  浦  和  浩委 員

議 会 報 告 会 を 開 催 し ま す
　美幌町自治基本条例に基づき、町民の皆さまに日頃の議会活動をお
知らせするとともに、皆さまのご意見を議会活動に反映させるため、
議会報告会を開催いたします。
　皆さまのご来場をお待ちしております。
■ 日　時

■ 会　場
■ 内　容

■ 問合先
※事前の申し込みは不要ですので、どうぞお気軽にお越しください。

令和７年２月６日（木）

美幌町民会館１階　小ホール
総務福祉常任委員会、経済教育常任委員会及び議会運営委
員会の事務調査報告
議会事務局（TEL77-6559）

【昼の部】午後３時から
【夜の部】午後６時から

　定例会は年4回（3月・6月・9月・12月）開かれ、
議場入口にある受付票に住所及び氏名を記入いただ
ければ、どなたでも議会を傍聴できます。

　日程が正式に決まり次第、町のホームページなどでお知らせします。
12月定例会の傍聴者は14名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしております。

3月定例会は3月4日(火)頃から開かれる予定です。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

本会議開会中のライブ中継や
常任委員会の開催日なども
お知らせしています。
美幌町ホームページから
「美幌町議会」をご覧ください。

ＱＲコードから
アクセスできます→

議会ホームページもご覧ください

■ 令和６年度美幌町一般会計補正予算（第４号）
　10月27日投開票の衆議院議員総選挙にかかる経費支出のため急を要し専決処
分したことを承認しました。　
補正額　1,463万3千円　補正後の総額　140億893万4千円
■ 令和６年度美幌町一般会計補正予算（第５号）
トレーニングセンター等耐震改修工事にかかる債務負担行為の変更など

10月臨時会 原案どおり可決しました。主な内容は次のとおりです。

専決処分の承認

補　正　予　算

議会報告会
ホームページ

議 員 カ フ ェ を 開 催 し ま し た本会議ライブ配信は
YouTubeにて行っています 　11月６日（水）・７日（木）、役場３階町民ギャラリーにおいて、町

民の皆さまと議員がコーヒーやお茶を飲みながら気軽におしゃべりできる
場として議員カフェを開催し、48名の方にお越しいただきました。ご参
加いただきました皆さま、ありがとうございました。
内容の一部をご紹介します。
■ 明和大学の在籍年数の見直しを
■ 公共施設に町民が気軽に休め飲食できる休憩スペースを
■ 議員カフェは今後も続けてほしい

　令和６年11月より本会議開会
中のライブ配信をYouTube（ユ
ーチューブ）にて行っています。
美幌町議会YouTubeチャンネル
をご覧ください。

ユーチューブ

美幌町議会YouTubeチャンネル
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